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　　【要　約】我が国の母子保健・児童福祉分野における情報システム、つまり効果的な情報ネット

ワークとそのシステムの構築を図るために、日本総合愛育研究所の情報システムの現状を検討する

とともに、関連分野におけるCD・ROM利用環境を調査した。その結果・データバンクの情報提供

方法として、CD－ROMデータベースは有効で、その利用環境は整いつつあるという知見が得られ

た。今後の課題として、データ入力の体制、作業の定型化の確立が必要であることが指摘された。
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1　目　的

　近年、国内外の子ども家庭福祉、母子保健にかか

わる専門情報の蓄積および検索、提供を総合的、効

果的に行なっていく必要性が高まっている。本研究

所においては、平成元年度から「子ども家庭データ
バンク事業」を開発、実施してきた。そこで、今回

これまでの成果を見直すとともに、この分野におけ

る情報システムの一つのモデルを検討し、効果的な

情報ネットワークとシステムの構築を図ることを目

的として、以下の研究を行なった。

II　コンピュータ環境の変化

1　研究目的および方法

　データバンク事業におけるコンピュータ文献情報

システム検討をする基礎資料を得るために、近年の

コンピュータ環境の変化やCD－ROMデータベース

について、主に既存資料の分析を行った。

2　結　果

　機器の進歩

　電子機器の発達はめざましく、特にパソコンの性

能向上には驚くものがある。コンピュータはダウン

サイジングの流れから段々パソコンにシフトしてき

ている。コンピュータ出荷台数の推移（表1）から

も・次第にメインフレームからワークステーション・

パソコンヘと移行している様子がわかる1）。

　また・現在のハイエンド・パソコンと約10年前

のメインフレームを比較すると表2のとおり、現在

のパソコンはメインフレームと同じ性能を持つほど

高機能化している2）。

　マルチメディアとCD－ROMの普及

　文字のみならず、絵・音楽・映像など扱うマルチ

メディア環境では、そのデータやソフト供給にかか

せない、大容量・低コスト』・大量生産向きの記憶媒

体として、近年CD・ROMrが脚光を浴びている。こ

のCD－ROMは」枚ぞ約540MB～630MB、フロッ
ピーディスク400枚以上、「広辞苑」なら約30冊分

もの記憶容量を持6てる。しかも、大容量であると

ともに大量生産が可能で、かつコストが比較的安い

といった特徴を持っている。

表1　コンピ
年 1986 1988 1990 1992 1994

種類 予測

汎用 62．8 161．8 136．1 5．8

オフコン 116．6 162．2 206．7 165．9

ミニコン 12．7 12．9 17．3 9．6

ワークステ 一 19．1 53．3 122．1

一ション

パソコン 2060
2190’ 2660 2160 2640

ユー 出荷台数の推移（単位 千台）

情報サービス産業白書’94（資料編）1994年

1994年のハ 1985年のメ
イエンド・パ インフレーム

ソコン

CPU（性能） Pent玉um 独自モジュー

（100MIPS前 ル（15一
後） 35M王PS）

CPU数 最大4プロセ 最大4プロセ

サ程度 サ

キャッ シュ容澱 128－512KB 64－512KB
程度 程度

アクセス時間 10－20ns 15－25ns

主記憶容量 最大512MB 最大512MB
程度 程度

アクセス時間 60－80ns 60－150hs
ディスク容量 数10GB程度 数10GB程度

まで可能 を装備

入出力バス PCIバス チャネル

総転送能力 133MB／秒 500MB／秒
前後

表2　現在（1994年）のハイエンド・パソコンと

約10年前（1985年）のメインフレームの比較

最新パソコン技術体系，P．12，1994年，日経BP社

タイトル数 ％

日　本

　国

　州

の他

1，700

芝000

，500
00

17．8

3．1

5．8

．3

合　計 9，500 100．0

表3　世界のCD－ROMの推定タイトル数

世界のCD－ROM総覧1994，P，6，1994年
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　CD．ROMおよびCD－ROMドライブの普及によ

るコンピュータ環境の変化は、印刷物では難しかっ

たデータベース情報や、従来大部で使用しにくかっ

た百科事典やリファレンス類の手軽な利用を可能に

した。また、図書館では費用、スペースといった点

から、データベース検索をCD・ROM検索を中心と

し、最新情報のみオンライン検索を使用するシステ

ムに移行しつつある3）。

　次に、CD－RQM ソフト（CD－ROMの場合タイト

ルという）数の推移は、表3，表4にみられるよう

に、近年着実に増加している4）。

　家電化

　OA機器、特にパソコン関係機器はこの1年半で

大きく変化した。機器の低価格化の進行と・マルチ

メディアブームにのって、テレビと変わらない価格

で購入できるものが増えた。CD－ROMドライブの

価格も、一般的な2倍速ドライブはここ1 年で3万

円を切り、現在では外付け4倍速、内蔵3倍速が主

流になっている。

　また、家電各社も参入して、マルチメディアパソ

コンの販売競争が行われ、20万円台で購入できる。

当然これらにはCD－ROMドライブも内蔵されてお
わ、 従来問題であったソフトのインストール（組込

み）済みのオールインパックとなったものが増加し

ている。最近は、テレビ付、faxモデム付の機種も

あり、一般家庭への普及が期待されている。あわせ

て先のCD－ROMブックや百科事典・ゲームソフト

が添付されているものもあり、ますます身近な機器

になりつつある。

　新通信技術（インタラクティブ・コミュニケーシ

ョン）

　コンピュータシステムを介して、多数から多数へ

の通信をべ一スとし、しかも個人通信も可能な・情

報交換がきわめて容易なシステムをインタラクティ

ブ・コミュニケーション、または新通信技術と呼ん

でいる。この場合のインタラクティブとは、意志疎

通・情報交換における相互作用性と定義されている

5）。

　この代表がインターネットである。阪神大震災で

活躍し、新聞でも大きく取り上げたインターネット

やパソコン通信が、これからの情報システムの中核

となるだろう。

　科学論文の世界では徐々に電子学術誌化が進んで

いる。これは学術雑誌の掲載までの時間と費用がか

かることから、電子化されてネット上で公開される

ようになってきた。またネットを使用した論文審査

も行われている6）。インターネットの問題点もある

が、この傾向が進むことが予測される。

　この状況が進んだ場合、最新データは電子化され

たもので、しかもネットワークをとおして流れるこ

．とになる。「学術の世界ではインタ」ネットを活用

している人といない人で、研究スピードに大きな差

が生じている、という。マルチメディアが普及する

と、一般の人の間で同様のことが起きる」7）といわ

れている。

III　子ども家庭データバンク事業の現状と課題

1　事業の概要

　日本総合愛育研究所では、1989年（平成元年）に

データバンク事業を開始した。その目的は、情報の

収集および提供である。1990年にはシステムの構築

ができ、ソフト開発が一応終了した。3年目の1991

年度からは最終システムの完成とデータの蓄積・外

部へのデータ提供が開始された。そのシステムの奉

本構想は次のとおりであっ．た。4年目の1992年度

からは蓄積された文献情報の提供サービスが中心と

なった。

　1．調査統計情報システム（ワープロ・パソコン）

　　社会資源活動、調査統計、調査研究に関する情

　　報の分類、整理検索に関するシステム

　　（＆）社会資源L名簿編

　　　　　i．組織編

　　　　　il．個人編

　　（b）社会資源II＝活動編

　　（c）調査統計L報告書編

　　（d）調査統計II：統計編

　　（e）年史編

　2．文献情報システム（TAUTimely・パソコン）

　　専門雑誌および研究報告書に掲載された文献情

　　報の登録、分類、整理、検索および提供に関す

　　るシステム

　　　（a）国内

　　（b）海外
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表4「世界CD・ROM総覧」収録タイ トル数の推移

日本 海外
VoL1／1988、4 55／26．3％ 154／73．7％

Vo12／1989．3 77／26．7 211／73．3

VoL3／1ggo，1 173／40．2 257／59．8

VoL4／1ggo，10 273／48．1 294／51．9

VoL5／1991、12 506／48．7 532／51．3

VoL6／1993，3 913／53．8 784／46．2

Vo1，7／1994．4 1458／56．0 1148／44．0

世界のCD－ROM総覧1994，P．6，1994年

表5日本総合愛育研究所データバンク事業のあゆみ
初年度　　システム化構想

3．図轡情報システム

　図書、専門雑誌の登録、分類、整理、検索およ

　び貸出しに関するシステム（国庫補助対象外）

1989．5

1989．6

1990． 3

子ども家庭データバンク事業委員会設置

データバンク事業運営懇談会開催

（以後原則として年1回開催）

厚生省心身障害研究報告書目録発行

母子愛育会逐次刊行物目録発行

諸外国の母子保健に関する文献目録発行

2年目 総合的なシステム化の構築

1990．4

990．4

990．10

990．10

憎報システム準備室設置

AU　Tlmely　MODEL－68H設置

報システム室開室

ども家庭福祉情報発刊（以後年2回発行

3年目　　提供サービスの実施

　データバンク事業の変遷は表5のとおりである。

その経過は・初年度（1989）：システム化の構想、2年

度（1990）：総合的なシステム化の構築・3年度（1991）：

提供サービスの実施、4年度（1992）：オンライン化、

5年度（1993）；FD化、6年度（1994）：CD－ROM化、

となっている。

　しかし、現状をアクティプな状態と休止状態に分

けてみると、再構築、検討が必要なものがあること

も事実である。休止状態のものは、調査統計情報シ

ステムの社会資源1：名簿編の個人編、同システム

の調査統計II＝統計編、文献情報システムの海外編、

図書情報シスデムである。これらは情報二一ドがな

い・またはシステムがよくない、作業システムがで

きていないなどの理由で徐々に休止したものと考え

られる・今回は文献情報システムを中心にしている

ので、検討は他の機会にゆずるが、いくつかの問題

があることだけを指摘しておきたい。

2　コンピュータによる文献情報システムの現

　　状

（1）　ハードシステムー

1991．10 代行検索によるコンピュータ文献検索

提・供サービスの開始

4年目　オンライン化

1992．10

1992．12

1992．12

指定機関（都道府県、児童相談所等）の

コンピュータ検索の無料化

文献データ　100，000件入力達成

研究所内検索用コンピュータ開放

5年目　データのフロッピー（FD）化の検討

1993，4

1993．7

1994．3

文献データFDの配布を計画（実現せず）

コンピュータヘのデータ直接入力を開始

CD・ROMサンプル版（CD－R使用）作成

6年目　　CD－ROM化
1994，11

1994．11

AIKENTCD（子ども家庭データベース）

作成、配布

代行検索によるコンピュータ文献検索

サービスの中止

　現在使用しているコンピュータ・システム「TAU

Timely　MODEL－68Hjと「日本語Pick」は、 CPU

にMC68030（25MHz）、主記憶容量4MB、ハードデ

ィスク170MB、オペレーティングシステムに「PiCK

OIS」を使用した、総合データベース管理コンピュー

タ・システムである。オンライン、マルチ・ユーザ

環境で起動され・システムやデータファイルは仮想

メモリ・オペレーティング・システムによって効果

的に管理されている8）。

　PiCKを特徴づけているのは「システムの心臓部

にデータベース・システムがあり、オペレ｝ティン

グ・システムと一体になって、可変長レコードを処

理・・。（省略）…　さらに重要なことは、PiCIくが

ACCESSという自然言語（英語）風の非手続型照

会言語を組み込んでいること」9）である。PiCKで

は、すべてのデータが共通のフォーマットになって
おり・ もっとも包括的で使いやすいシステムの一っ
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といえる。PiCKは、データベースを中心としたシ

ステムとして開発されているため、データベース構

築には有利である。

　本研究所の現システムは、特別なソフトウェアを

オーダーせず、標準で日本語PiCKに装備されてい

るデータベース構築ツール「TAUJUMP」を使用し

て、文献データベースを作成している。

　しかし、10万件を越えるデータが蓄積された現在

では、最初の自然語検索に必要とする時間が増加し

てしまう。そこで、CPUやメモリの追加増設、具体

的にはCPUを2個に、メモリを16MBまで増設し
て検索を実施するようにしたが、期待できるほどの

改善は見られなかった。

　また、複数の端末で使用すれば、当然のことなが

らスピードは落ちる。現在、最初の検索（検索ワー

ド1個の場合）は、約4－5分もかかる。ただし、次

の絞り込み検索のスピードは格段に速いくなる。

　従って、ユーザ・サービスを考えた場合は、ファ

イルを小さくする、つまりデータを5年分程度にす

ることなどが考えられるが、そうすると、例えば10

年分の文献検索は一度ではできなくなる。

　次に、日本語PicKに標準装備の「TAUJUMP」
を使用して構築しているため、、コンピュータに不慣

れな者には、非常に使用しにくい。オンライン化を

目指して、メニュー画面等のデザインを変更したが、

不十分であった。開発費用が十分ではないので、もっ

とやさしく使用できる操作プログラムの開発・発注

は困難である。検索、印刷、ヘルプ機能などの利用

者機器習熟度別メニューの開発が望まれる。

　また・現システムでは・パソコンと異なり・簡単

にリセットすることや電源を切ることはできない。

っまり管理者が必要である。あわせて、管理者にとっ

てもパソコン並みの操作性は期待できない。システ

ムやコンピュータ管理部門もなく・OA環焼の遅れ

ている状況では、コンピュータ・システムの管理は困

難である。現システムを維持するには複数のシステ

ム管理者の餐成と組織化が必要なので、現在はデー

タ管理用にのみ使用している。

（2）　入力システム

　従来の文献データ入力のシステムは次のとおりで

あった。

　1．入力採択誌の目次コピー

　2．目次コピー等により入力文献の採否チェック

　3，データシートに入力事項を転記

　4，入力を外注

　5．MS－DOS固定長ファイル（フ・ロッピー）で納品

　6．PiCKシステムのデータファイルにデータ転送

　7．データのチェックとクリーニング

　しかし現在では、パソコンを使用して、本研究所

内で直接入力を試みている。

（3）　提供サービス

　集積したデータをどう利用してもらうか・どうい

う形で提供するかは、事業の成否を決定する重要事

項である。

　まず、代行検索によるデータの提供を1991年秋

から開始した。10万レコード入力を機会に、提供方

法としてオンラインを本格的に検討した。まず、内

部職員に対しての端末開放を実施したが、1993年3

月の時点で、オンライン化とあわせてデジタルデー

タのユーザヘの直接配布を検討した。

　その理由は、本データベースのデータとして入力

されているのは書誌事項のみであり、検索のための

インデックスやキーワードを体系的に付したもので

はないこと忙あった。また、検索方法もデータ中の

自然語を使ったシステムなので、より検索者の専門

知識が要求された。つまり、論来題名に使用される

言葉を直接用いないとヒット率が悪く、曖昧な「一…

について」という照会では検索不可能であった。

　このことから、身近で、時間・経費を節約して自

由に検索できる方がユーザーに便利であるとの考え

から、 デジタルデータ直接配布を検討した。

　データすべてを配布することがベターであること

は明らかであったが、デジタルデータを供給する方

法（媒体選定）や、検索ソフトの推薦あるいはデー

タとの同梱がネックであった。そこで、データをFD

（フロッピーディスク）化し配布する方法を企画し

た。安価な媒体（FD）を使用し、検索ソフトを利用

者負担でという形態である。これは時期尚早という

ことで中止となったが、データサービスの方向はデ

ジタルデータのユーザー配布という方法が最良であ

ることカ｛確認されたQ

　1993年末から1994年初めには、前述したとおり、
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コンピュータ環塊が大きく変化した。すなわちマル

チメディアの普及である。これによりパソコンの高

性能・低価格化が招来され、マルチメディアに必要

な大容量記憶媒体としてのCD』ROMが脚光を浴び、

一般化の兆しがみえた。

　1994年2月・NEC、IBM・富士通、Appleのパ
ソコンに対応している検索用のソフト（CD・Answer）

を組み込んだC　D－R（Compact　Disc　Recordable）

によるサンプル版を作成、使用状況を検討し、1994

年7月末、サンプル版Ver，2を作成した。これには、

雑誌文献だけでなく、子ども家庭福祉情報に掲載し

ているローカル情報、研究所図書室の和雑誌および

大学紀要の所蔵目録、そして、厚生省心身障害研究

目次を加え、4メニューにして内容を充実させた。

　サンプル版Ver，2を使用した結果、文献検索につい

てはスピードも従来のホストコンピュータ利用の場

合より非常に速く、またローカル情報は自然語検索

を実施すると非常に有効であった。しかもCD・ROM

には、個人が時間の制限もなく、いつでも使用でき

るというメリットがある。

　こうして作成されたCD・ROM版「子ども家庭デー

タベース（Ail（EN－CD）」は、 1994年秋、関係機関

に無料配布し、現在は代行検索や研究所内部での使

用もCD－ROM版を中心にしている。情報提供の効

率化、平等化といった面で有効と考えられる。

3　現システムの課題

現システムの課題は次のとおりである。

L検索スピードの向上とユーザに使用しやすいシ

　ステムの開発

2、入力システムの定型業務化（業務の標準化）

3．研究所内部でのコンピュータ利用環境の整備と

　管理者の養成

　コンピュータシステムのハード・ソフト面は、予算

等の閲係とコンピュータ環境の変化をみながら検討

することが必要である。コンピュータ環境は、特に

最近の機器の性能向上と低価格化とともに、従来の

MS－DOSをOS（オペレーティング・システム）とし

たコマ ンドによる操作（CUI）から、メニュー画面

に絵や絵文字（アイコン）を使用し直感的操作がで

きるGUI （グラフィック・ユーザ由・インターフェイ

ス）例えばWindowsやMacintoshといった ものに

移行しており、OS自身も32ビットOS（WindoWs
NT，OS／2）に移行しつつある。また、これらの変

化のスピードも速く、それらに対応したシステムの

導入が必要となる。

　次にデータ入力システムについては、入力文献の

採否チェック作業の定型業務化がなされていなかっ

たことが、データ入力の遅れにつながり、遡及入力

中心の作業にな6てしまっていた。また、入力誌採

択等の基本データの整理が不十分だったことや基礎

となる図書室の電子管理システムが構築されていな

いことが障害となっている。

　以上から・データ入力システムについては、図書

管理のコンピュータ化、採択誌あるいは採択文献決

定システムの再検討、パソコン利用の無転記入力と

そのチェックシステムの3点が課題である。

　CD・ROMによる提供サービスは、 アフターケア

としてのデータ更新頻度の問題などが課題として考

えられる。

IV　CD－ROM利用環境調査

1　研究目的および方法

　AiKEN－CDの作成配布を機会に、現在のCD－
ROMメディアの利用環境を調査し、CD－ROMメ

ディアやデータベースサービスのあり方を検討する

基礎資料を得るために、アンケート調査を実施した。

アンケート調査の概要は次のとおりである。

1．調査対象

　　児童福祉および母子保健関係の施設と児童

　福祉および母子保健関係要員の養成教育機関

　で・本研究所で発行している「子ども蓼庭福祉

　情報」、「日本総合愛育硫究所紀要」の送付先、

　1，627を対象とした。児童福祉および母子保健

　関係要員の養成教育機関は付属図沓館あてとし

　た。詳細は表7を参照。

2，調査時期

　平成6年11月2日～平成7年1月31日
3．調査事項

（a）パソコンの有無と使用環箋

（b）データベース利用状況
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　　（c） CD・ROM利用状況

　（d）AiKEN－CD使用環境

4，調査方法

　　AiKEN－CD送付時にアンケート用紙を同封・

　回答記入後、回答部分（はがきサイズ）を返送

　してもらう郵送方式で実施。

5．結果の集計

　　有効回答票をパソコン統計ソ7トHALBAU

　を使用して集計を行った。

2　結　果

　アンケートの回答状況は表6，7のとおりである。

　職場で使用できるパソコンの有無については～表

8のとおり、83．9％であった。機関の性格別にみた

場合、表9のとおり、 児童相談所は83．3％、都道

府県立図書館が88．6％、医学系大学、看護・保健

学系短期大学、同養成所の医学系教育機関が77，7％

であった。

　使用でき・るパソコンのメーカーについては、表10

に示すように、圧倒的にNECのPC98シリーズが
多く（69，2％）、第2位がApple社のMacintosh

12．1％、富士通1L3％の順で、その他は5％以
下であった。

　周辺機器の設備状況については、表11にみられる

ように、プリンタ91．5％、ハードディスク84，6％、

CD－ROMドライブ47．9％、 モデム37．0％、MOド

ライブ15．6％、スキャナー13．3％となっていた。

プリンタ、ハードディスクは当然だが、それ以外の

機器の設置率も比較的高いことがわかる。

　使用しでいるソフトについては、表12に示すよ

うに、ワープロ・エディタ79，4％、表計算66．5％、

データベース52，7％、通信・ネットワーク38．4％、

ユーティリティ19．8％で、以下グラフィック、統

合ソフト、プログラミング言語、CAD、プレゼン

テーション、 音楽、の順であった。ワープロをトッ

プに三大ソフトの表計算、データベースのほか、通

信・ネットワークソフトがかなり使用されているこ

とがわかる。

　CD－ROMが使用できるかどうかは・表13にみら

れるように、49．9％が使用できると回答している。

機関別にみると、表14にみられるように、児童相

談所11，9％、都道府県図書館93，1％、医学系教育

　　　　表6
送付数　回答数

1，627　　　　625

アンケート回収状況

回収率　有効数　有効回答率

38．4％　　　590　　　　　36．3％

表マ　分類別有効回答数

分類区分 有効数 ％

中央官庁／厚生省他 5 7．9

都道府県・指定都市／児童家庭主
16

27．1

管課

政令市・特別区／児童家雇主管課 8 18．6

都道府県・政令市・特別区／衛生 32
31．4

主管課

児童相談所 72
41．9

都道府県・指定都市／社会福祉協 14
24．6

議会

都道府県・指定都市／教育委員会 11
19．0

社会福祉研修所 5 38．5

教育機関図書館／大学／医学関係 27
48．6

教育機関図書館／大学／文科系
63

41．5

教育機関図書館／短大／保母養成 62
55．4

教育機関図書館／養成所／保母養 17
26．3

成

教育機関図書館／短大／看護・保 46
47．7

健学

教育機関図書館／養成所／保健
10

57．9

小児専門病院図書館 6 27．0

関係団体／児童福祉
19

27．3

関係団体／母子保健
13

65．0

研究所／児童福祉・母子保健 20
37．3

関係学会
10

42．6

都道府県立図轡館 35
40．0

マスコミ等・ 7 28．0

子ども家庭福祉情報購読者 67
26．8

その他関係者
15

25．0

分類不明
10

『

合計
590

36．3

表8　パソコンの有無N＝590）

　　　　度数

あ　り　495

な　し　　94

無回答

　％

83．9

15．9

0．2
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表9　主な機関におけるパソコンの有無

　　　　　　　　あり

　児童相談所　　　60

都道府県立図書館　　 31

医学系教育機関　　　64

表10

表11

　％

83，3

88，6

77，1

なし

　12

　4

　19

度数 ％

NEC 332
69．2

APPle／Mac
58

12．1

恥ji
54

11．3

etc．
46 9．6

IBM 20 4．2

EPSON 23 4．8

オフコン
22 4．6

SONY 13 2．7

16．7

11，4

22，9

11　使用周辺機器 N；495， 複数回堤

度数 ％

プリンタ 453
91．5

ハードディスク 419
84．6

CD・ROMドライブ 237
47．9

モデム 183
37．0

MOドライブ 77 15．6

スキャナー 66
13．3

長12　使用ソフト　N＝495，複数回答

度数 ％

ワープロ・エディタ 393
79．4

表計算 329
66．5

データベース 261
52．7

通信・ネットワーク 190
38．4

ユーティリティ 98
19．8

グラフィック 66
13．3

統合ソフト 60
12．1

プログラミング言語 48 9．7

CAD 29 5．9

プレゼンテーション 25 5．1

音楽 21 4．2

計
72

35

83

機関71．4％、で、都道府県図書館あるいは医学系教

育機関では多くのところでCD－ROMの使用が可能

であるのに対して、児童相談所での使用は難しいこ

とがわかる。

　データベースの検索経験は、表15に示すように、

44．4％が経験ありと回答していた。機関別にみる

と、表16のとおり、児童相談所13．6％、都道府

県図書館86．7％、医学系教育機閲68．0％となづ

ており、CD・ROM使用の可否状況と同傾向を示し

ている。

　データベースの利用形態については、表17に示

すように、オンラインのみ40．5％、オンラインと

CD・ROM26．0％、CD－ROM21，0％で、以下、代

行、CD・ROMと代行、オンラインとCD・ROMと
代行、オシラインと代行の順であった。

　また、オンライン、CD－ROM、代行検索の別にみ

ると、表18に示すように、オンライン検索72，7％、

CD・ROM検索53．1％、代行検索6，5％でオンライ

ンとCD－ROM検索が中心であることがわかる。．

　CD－ROMの利用経験については、表19に示すよ

うに、34．7％が経験ありで、53．1％がAiKEN・CD

が初めてであると回答していた。

　機関別にみると、表20に示すように、経験なし

は、児童相談所95．3％、都道府県図書館16，7％、

医学系教育機関35，1％で、でCD－ROM使用の可否

状況と同じ傾向がみられた。

　CD－ROMを使ってみたいか、どうかについては・

表21に示すように、78．3％が希望していた。

　CD－ROMの使用システムについては・表22に

示すように、MS－DOS版47，6％、WINDOWS版
39．8％、Mac版22，8％で、MS－DOS版の使用が多

かった。しかし、WINDOWS版とMac版をGUI
環境として集計すると・表23のとおり・コマンド

操作によるCUI環境40．9％、アイコン操作による

GUI環境59．1％と逆転している。

　機関別にみると、表24にみられるように、児童

相談所ではGUI環境での使用が若千多く、医学系

教育機関では半々、都道府県図書館では逆の傾向が

示された。
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V　考　察
表 13　CI）一ROM使用の可否（N＝495）

度数 ％

あ　り

　し

回答

247

31

7

49．9

6．7

．4

表14　主な機関におけるCD－ROM使用の可否

　児童相談所

都道府県立図書館

医学系教育機関

27

45

　％

11．9

93．1

71．4

　％

88，1

6，9

28．6

表15　データベース検索経験（N＝590）

度数 ％

あ　り

な　し

回答

262

77

1

44．4

6．9

．6

計
59

29

63

あり ％ なし ％ 計

児童相談所 9 13．6
57

86．4
66

都道府県立図轡館 26
86．7 4 13．3

30

医学系教育機関 51
68．0

24
32．0

75

表16　主な機関におけるデータベース検索経験

表17　データベース利用形態 N＝262
度数 ％

オンライン 106
40．5

オンラインとCD－ROM 68
26．0

CD－ROM 55
21．0

代行 8 3．1

CD－ROMと代行 4 1．5

オンラインとCD・ROMと代行 3 1．1

オンラインと代行 1 0．4

無回答 17 6．5

表18　一芦一タベース利用形態2Ni245，
1

度数 ％

オンライン検索

D・ROM検索
行検索

178

30

6

72．7

3．1

．5

Ni245，複数回答）

1　文献情報システムのハードおよびソフトの

　　再検討

　来献情報システムのハードおよぴソフトのあり方

については、近年のコンピュータ環境の目まぐるし

い変化に応じて、柔軟に対処していく必要があるだ

ろう。つまり、柔軟にシステムを再構築できる機動

性に富んだハードの設備やソフトの開発が重要とい

える。幸い、当研究所のハードシステムは、ホスト

型とはいえ、非常に小さいもので、ワークステーショ

ンに近いシステムであったため・汎用機から現在主

流のパソコンLANによるサーバー・クライアント・

システムヘ移行するに当たっての障害は大きくない・

従って・容易にパソコンLANへの移行を検討する

ことができる。

　現在のシステム管理の現状とユーザー・サービス

状況からみて、容ソコンと同様な操作で利用できる

システムヘの転換を図る必要があろう。

　また、ソフトに関しては、既存のパソコン用アプ

リケーションソフト等を土台とした開発が適当であ

ることが確認された。

2　入力システム

　データ提供サービス、データベース構築は、現時

点を中心に、 未来および過去ヘデータベースを拡大

していくシステムとすることが重要だと考えられる。

なぜなら、リアルタイムデータのないベータベース

は、急テンポで変化する技術分野では存在価値が低

下するし、過去への蓄積のないデータベースも利用

価値がないといえるからである。

　しかし、データベースの入力作業システムの構築

に当たっては・作業をマニュアル化しつつ、現在の

データを入力することを最重点にすべきであろう。

過去への遡及よりも、リアルタイム（現時点）を優

先させたい。データの蓄積は、継続することによっ

て構築できるからである。

　従って、過去の文献の遡及入力から、リアルタイ

ム入力への転換の必要性を確認し、入力業務の定型

作業化を検討し、進めるべきであろう。ただし、そ

のための基礎的な条件として・図書管理システムの

コンピュータ化が重要であることを確認しておきた
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い。なぜなら、データベースの基本データは、当研

究所の図書であるからである。

3　データ提供サービス

　図書館でのデータベース検索は、CD・ROM検索

を中心に、オンラインで最新情報を検索していると

いう状況がアンケート調査で確認できた。

　CD－ROMの使用環塊は、図書館について1ま整い

つつあるので、CD－ROMによるデータ提供サービ

スは有効であると考えられる。また・マルチメディ

ァパソコンの家電化が進みつづある現在、個人の使

用においてもCD・ROMの提供が最適であると考え

られる。

　今後の重要な課題として、CD・ROM版データベー

ズの改訂頻度と、まだ利用環境の整わない児童相談

所等の閲係機閲への提供サービスのあり方について

の検討が必要である。前者については入カシステム

を改善することによって、また後者については行政機

関におけるデータベース検索の普及をサポートする

ことによって、促進することができると考えられる。

表19　CD・ROMの利用経験（N＝590）
度数 ％

あ　り

　し

回答

205

13

2

34．7

3．1

2．2

表20　主な機関におけるCD－ROMの利用経験

　児童相談所

都道府県立図書館

医学系教育機関

　　　％　なし　　％　計

　　4，7　　　61　　95．3　　64

25　　83，3　　　　　　　　16，7　　30

48　　64。9　　　　　　　　35，1　　74

表21　CD－ROM使用の希望（N＝313）
度数 ％

あ　り

　し

回答

245

840

78．3

．9

2．8

4　電子データの今後

　CD－ROMデータベース・CD・ROM百科事典な
ど、CD－ROMが増加している現在、情報収集ツ」

ルとしての電子データの需要は高い。これは、量産

可能であり、量産されればコストも安いので、今後

ますます利用者は増加するだろう。しかし、ユーザー

側からみた課題は・インストールや検索ソフトの操

作方法等の標準化である。AiKEN－CDで使用した

検索ソフトAnswerは・さらに普及していくだろう。

医学中央雑誌やMEDLINEなどの巨大で歴史ある
データベースは別にして、小規模なデータベースは

標準化された検索ソフトを使用することが望ましい。

　もちろん、すぺての面において、電子データが最

良とは限らない。完全コピーによるデータの劣化は

ないが・記憶媒体であるフロッピーやCD－ROMは

紙より長期保存性が良いとはいえない。また、デジ

タル化されたデータは、技術の進歩によってそれを

読み取ることができなくなる可能性がある一つまり

新しく開発されたソフトで・古いソフトで作成され

たデータの読み取りができない可能性がある。また、

機器の進歩で、古い記憶媒体が使用できなくなる可

表22　使用システムN＝254，複数回答）

　　　　　　　度数　　％

MS－DOS版　　121　47．6

WINDOWS版　10139，8
　Mac版　　　　58　22，8

表23 使用システム（2）　（N＝254）

　　　　　度数　　％

GUI環境　　　150　　59．1

CUI環境　　　104　　40．9

表24　主な機閲における使用システム
CUI

境

％ GUI

境

％ 計

児童相談所 6 33．3
12

66．7
18

都道府県立図書館
20

87．0 3 13．0
23

医学系教育機関 20
52．6

18
47．4

38

一100一



斉藤他：1．母子保健・児童福祉分野におけるデータバンク事業の現状と課題

－能性もある一と危惧されてもいる10）。

　これらを踏まえて、情報提供サービスやデータバ

ンク事業の再構築を検討していく必要があるだろう。
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